


































































































































































































75％（273名） 76％（76名） 72％（65名） 76％（132名） 0.49
菓子を食べる時間を決めており，それ
以外の時間に与えることはない




17％（ 63名） 23％（23名） 17％（15名） 14％（ 25名） 3.34
時間を気にせずに子どもに菓子を与え
ている
4％（ 13名） 5％（ 5名） 3％（ 3名） 3％（ 5名） 0.85（※）
その他 3％（ 11名） 2％（ 2名） 1％（ 1名） 5％（ 8名） ―












16％（ 58名） 15％（15名） 14％（13名） 17％（ 30名） 0.43
量を気にせずに子どもに菓子を与えて
いる
4％（ 16名） 3％（ 3名） 6％（ 5名） 5％（ 8名） 0.76（※）
その他 3％（ 10名） 5％（ 5名） 2％（ 2名） 2％（ 3名） ―














































82％（297名） 77％（77名） 89％（80名） 80％（140名） 4.74†
食べる量を指示して，子どもに袋（箱）
ごと渡している
17％（ 63名） 26％（26名） 10％（ 9名） 17％（ 30名） 8.81*
何も言わず，子どもに袋（箱）ごと渡
している
5％（ 17名） 5％（ 5名） 1％（ 1名） 5％（ 8名） 3.65（※）
その他 1％（ 5名） 0 3％（ 3名） 2％（ 3名） ―








子どもがぐずって泣き止まない 20％（ 72名） 16％（16名） 26％（23名） 19％（33名） 2.86
子どもが夜にお腹が空いたと訴えてくる 9％（ 34名） 11％（11名） 6％（ 5名） 10％（18名） 2.05
子どもに静かにしていてほしい状況に
ある（乗り物の車内以外）
9％（ 31名） 4％（ 4名） 2％（ 2名） 14％（25名） 14.84**
子どもが乗り物の車内で退屈して騒ぐ，
あるいはぐずる
8％（ 30名） 9％（ 9名） 8％（ 7名） 8％（14名） 0.11
他児が菓子を食べている，あるいは他
児から菓子をもらう
5％（ 18名） 5％（ 5名） 6％（ 5名） 5％（ 8名） 0.11（※）
子どもが夕食前に空腹を訴えてくる 4％（ 15名） 5％（ 5名） 4％（ 4名） 3％（ 6名） 0.41（※）
その他 12％（ 42名） 14％（14名） 16％（14名） 8％（14名） ―















































































88％（322名） 89％（89名） 88％（79名） 89％（154名） 0.06
太るから菓子を食べすぎてはいけない 15％（ 53名） 13％（13名） 12％（11名） 17％（ 29名） 1.21
身体に悪いから○○は食べてはいけない 11％（ 40名） 12％（12名） 20％（18名） 6％（ 10名） 12.46**
その他 7％（ 25名） 4％（ 4名） 8％（ 7名） 9％（ 15名） ―









































































自分が幼少の頃に親が行っていた方法 35％（126名） 29％（29名） 39％（35名） 36％（62名） 2.19
子どもの友だちの親が行っている方法 18％（ 64名） 19％（19名） 20％（18名） 16％（27名） 1.01
育児に関する本 9％（ 33名） 6％（ 6名） 10％（ 9名） 10％（18名） 1.58
テレビの子育て番組 8％（ 30名） 7％（ 7名） 11％（10名） 7％（13名） 1.32
育児雑誌 8％（ 28名） 10％（10名） 4％（ 4名） 8％（14名） 2.11











































































非摂取群 調整群 自由群 χ2値
まったく食べない 5％（1名） 7％（ 23名） 2％（ 2名） 2.48
ほぼ毎日食べる 14％（3名） 21％（ 73名） 36％（31名） 9.49**
週に2～3回食べる 36％（8名） 44％（152名） 39％（34名） 0.99
月に数回食べる 18％（4名） 24％（ 84名） 20％（17名） 1.16
年に数回食べる 18％（4名） 1％（ 3名） 1％（ 1名） 36.22**（※）
無回答 9％（2名） 4％（ 12名） 2％（ 2名） ―
（％の母数は，非摂取群22名，調整群347名，自由群87名） ＊＊；p<0.01
べ方を維持している者とそうでない者との間の違い
は何かを追究することで，菓子の与え方はどうある
べきかを検討する上で有用な示唆を得られると考え
る。
幼少期であれば許されなかったが現在はしている
食べ方について，自由記述式で尋ねたところ，「食
事の直前や夕食後，寝る前などの時間帯に菓子を食
べる」（28％，35名），「1袋（箱）の菓子を全部食べ
る」（21％，26名），「好きなだけ食べる」（14％，17
名），「食事を菓子で済ませる」（14％，17名）など
の回答があった。
また，そのような食べ方をするようになった理由
を自由記述式で尋ねたところ，「周囲の干渉を受け
ず，自分の判断でやりたいことをできる年齢になっ
たから」（15％，19名），「生活スタイルや帰宅時間
が変化したから」（14％，17名），「菓子が好きであ
るから」（9％，11名），「ストレスを発散できるから」
（4％，6名），「独り暮らしをしており，料理を作る
のが面倒だから」（4％，5名），「幼少期より身体は
大きくなっているので，そこまで菓子の量を気にす
ることはないと思うから」（3％，4名）などと回答
された。
生活スタイルや帰宅時間の変化に応じて，あるい
は精神的な安定を図るために菓子を摂取することは
あるであろう。しかし，菓子を好きなだけ食べる，
食事を菓子で済ませるなどの行き過ぎた行為は健康
を害する可能性を高める。周囲の大人が幼少期から
配慮して菓子を与えていたとしても，子どもがそれ
を単なる干渉ととらえている段階では，間食を含む
食事を調節する力が身についているとは言えない。
したがって，子どもが大人の配慮を干渉であると感
じて終わることのない関わり方とは何かを明らかに
していく必要がある。
菓子の食べ方について現在も残っている幼少期の
習慣を尋ねたところ，全体の14％（65名）がこの設
問に回答した。回答の内容は「量を考えて食べ過ぎ
ないようにする」が14％（この設問に回答した65
名中9名），「皿に取り分けて食べる」11％（7名），
「食べる時間に配慮する」9％（6名）などであった。
なお，この設問に回答した65名のうち82％（53名）
が調整群であった。このことから，幼少期に菓子の
量や食べる時間について配慮することを習慣づける
ことは，その後の菓子のとり方にもよい影響を与え
る可能性がある。しかし，上述したように大人によ
る習慣づけを，干渉ととらえている者には効果を発
揮しない可能性が高い。
Ⅳ．まとめ
大学生を対象に行った調査によって，幼少期の菓
子の摂取状況や，母親の関わりの有無が，現在の菓
子摂取にある程度影響しているという示唆を得るこ
とができた。また，菓子の食べ方について現在も残っ
ている幼少期の習慣をみても，幼少期の母親の関わ
りが大学生の現在の生活に影響を与えているケース
があることが確認できた。
一方で，幼少期の菓子摂取について母親の関わり
を受けた者であっても，その当時では許されない食
べ方を現在はしているという者がいた。彼らのなか
には，母親の関わりを干渉であるととらえ，その干
渉から解放された現在は自分の好きなように行動し
て構わないと考えている者がいた。このことから，
親が子どもの菓子摂取の時間や量を一方的に指示し，
管理するだけでは不十分であると考えられる。おそ
らく，子どもが親の関わりを理解し，自ら菓子摂取
を調節する力を身につけるためには，親が子どもの
菓子摂取の時間や量を管理することに加えて，その
理由や意義を子どもに伝え，子どもと一緒に菓子を
食べる時間や量について考える作業が必要である。
幼児期の子どもをもつ母親の多くは菓子を与える
時間や量に配慮する意識をもっていたが，少数なが
ら時間や量に配慮せず菓子を与えている者がいた。
大学生対象の調査より，母親の関わりが成人後の子
どもの生活に影響を与える可能性が示唆されたこと
からも，幼児期の子どもの菓子摂取においては，母
親が意識して関わっていく必要がある。
袋（箱）の中の菓子の与え方について，母親の多
くは，菓子を皿などに取り分ける，食べる量を指示
するなど，子どもが菓子の量を調節する習慣が身に
つくような関わり方をしていた。きょうだいの有無
別の比較では，子どもにきょうだいがいるケースに
比べて一人っ子のほうが，食べる量について指示を
受けた後に袋ごと渡される者が多いことが確認され
た。皿などに取り分けることで，子どもは視覚的に
自分が食べてよい量を学習できる。それだけでなく，
菓子の残り具合を見て食べる速度を調節し，間食の
時間を楽しむといった，見通しをもって物事を進め
る力を育むことにもつながることが考えられる（徳
田・水野，2009）。したがって，一人っ子であって，
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菓子の取り合いが起こる心配がない場合にも，年齢
が低いうちは皿などに取り分けるなどの配慮をし，
徐々に自らの力で摂取量を調節できるように促して
いく関わりが望ましいと考えられる。
子どもがぐずって泣き止まないときや静かにして
ほしいときにやむを得ず菓子を与えるとした母親が
4割近くいた。なかでも，幼児期の子どもに小学生
以降の兄姉がいるケースでは，母親が静かにしてい
てほしい状況において子どもに菓子を与える傾向に
あることが確認された。これは兄姉の学校行事や習
い事に子どもを連れて行かなくてはならない状況が
多くあるためであると考えられる。しかし，静かに
していてほしいからといって子どもに菓子を与えて
いたのでは，静かにしなくてはならない場面や状況
があることの学びにはつながらない。子どもが静か
になったとしても，それは菓子をもらったからに過
ぎないのであり，静かにすべき理由を理解したわけ
ではない。このことを親は理解し，子どもの学びに
つながる関わり方をすべきである。なお，母親対象
の調査と大学生対象の調査の両方において，母親以
外の家族が母親のしつけに協力することなく子ども
に菓子を与えてしまうケースがあることが確認され
た。このことから，両親や同居している祖父母など
が菓子の与え方について共通の認識をもって対応に
あたる必要があると言える。
今後は，本調査に引き続き，いくつかの調査を行
う必要がある。具体的には，母親の間食摂取に関す
る意識を明らかにするための調査，菓子のとり方や
意識の変化を確認するための子どもを対象にした縦
断的な調査，大学生（幼少期より市販の菓子を口に
している世代）の親が幼少期の子どもの菓子摂取に
おいて配慮していた点に関する調査，幼少期に受け
てきた間食の摂取に関するしつけの意図をどの程度
理解できているかを確認するための成人者を対象に
した調査などである。本研究に継続してこれらの調
査を行い，その結果をもとに，間食を通して子ども
に適切な食習慣や食意識の形成を促すための親の関
わり方について検討したい。
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